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Ⅰ．はじめに
　近年，家族や地域における育児機能が低下し，身近な
サポートが少なく，過去に乳幼児と接した経験がなく親
になる人が増えている現状から，出産から乳児期を通し
て親の育児対処能力を高める系統的な看護の必要性が高
まっている。特に，出産施設を退院してから地域生活へ
の移行期にある親子の支援ニーズは高く，地縁・血縁に
よる支えあいや子育ての知恵が伝承される機会が減少し
ている中で，「家族」を視野に入れた支援プログラムの
充実が求められる。養育期の家族の育児不安に対する支
援には，家族内の関係及び社会との関係をふまえて家族
機能を把握することが重要１）と言われているが，家族
に働きかける看護援助方法の確立は十分ではない。
　そこで，子どもの出生後から約１年間の家族の育児対
処能力を高める系統的な育児支援プログラムを開発し，
実践・評価することを目的に縦断的研究に着手した。そ
の第１段階として，出産後１～３か月頃の母子と家族へ
の看護介入プログラム（以下，初期プログラムとする。）
を考案した。この時期の対象特性や実践への応用を考慮
して，母子を直接的な援助対象とし，母親を介して家族
へ働きかける看護援助２）方法を用いるプログラムであ
る。
Ⅱ．研究目的
　本研究の目的は，生後１～３か月の子どもをもつ母親
と家族への看護介入プログラム（初期プログラム）を考
案し，実施し，評価することである。
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　本研究の目的は，出産後１～３か月の母子とその家族への育児支援プログラムを考案し，実施，評価することである。初
期プログラムは，（a）個々の家族員，（b）家族の関係性，（c）家族と社会の関係性に焦点をあてて，母親の育児対処能力を
高めることを目的としたインファントマッサージ実習と，母親を介して家族に働きかける看護介入としてのグループディス
カッションで構成される。研究参加に同意した２グループ，計９組の母子を対象に，小グループ制で各４回のプログラムを
実施した。グループディスカッションは，夫婦 /両親，年長児，祖父母との関係，ピアサポートと社会資源の活用をテーマ
とした。看護介入の評価は，質問紙法により介入前後の母親の自己評価の変化を統計学的に分析し，参加観察法によりグ
ループディスカッションで実施した看護援助と対象者の反応を質的に分析した。その結果，（a）個々の家族員（母親）への
看護介入により，母親の育児への対処の自信が高まり，子どもへの応答性が高まった。（b）家族の関係性への看護介入によ
り，夫婦 /両親間の役割調整と祖父母との協力関係の調整が行われ，母親の夫 /父親の役割への満足が高まった。（c）家族
と社会の関係性への看護介入により，母親同士のピアサポートが形成され，近隣の子育ての支えあいへの参加が増加した。
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Ⅲ．研究方法
１．対象
　出産後１～３か月の母子とその家族（父親，祖父母，
年長児）。２つの病院の産科病棟・外来でリーフレット
を配布または掲示し，参加者を募集した。研究の趣旨説
明の後，同意した者を参加者とした。
２．育児支援プログラム
１）育児支援プログラム全体の概要
　この育児支援プログラムの目的は，家族が地域生活に
適応しながら主体的に子育てに取り組める対処能力を高
めることである。３）（表１）（a）個々の家族成員（母親），
（b）家族の関係性（夫婦 /両親，年長児，祖父母），（c）
家族と社会の関係性に焦点をあてて，それぞれ目的・目
標にそって計画を立案した。
　プログラム全体は，子どもと家族の発達段階に合わせ
て，（Ⅰ）生後１～３か月頃の初期プログラムと（Ⅱ）
４か月～１歳頃までの継続プログラムからなる。本稿で
は，初期プログラムについて報告する。
２）初期プログラムの概要
　初期プログラムの対象は，出産後１～３か月頃の母子
とその家族（父親，年長児，祖父母）である。小グルー
プ制で，毎週１回の計４回のコースであり，（１）イン
ファントマッサージの実習４）と（２）グループディス
カッションの２部構成である。（表２）看護スタッフは
２～４名の看護研究者であり，Ａ大学看護学部内の「家
族支援室」５）で実施した。
⑴　母親の育児対処能力を高める看護介入
　インファントマッサージ実習は，（a）個々の家族成員
（母親）の育児対処能力に焦点をあてて，ふれあいを通
して母子相互作用を促し，母親の育児対処能力を高める
ことを目的として，研究者らの先行研究４）に準じて毎
回30分程度行った。
⑵　母親を介して家族に働きかける看護介入
　グループディスカッションでは，（b）家族の関係性お
よび（c）家族と社会の関係性に焦点をあてて，夫婦 /両
親の関係，年長児の適応と家族の関係，両親と祖父母の
関係，家族と社会の関係への看護介入を，各回90分程度
で実施した。４回目は，参加者自身による振り返りを行
い，評価を行った。看護介入者は , 中立的な立場で個々
の考えや意見を尊重する態度で臨み，一人一人がディス
カッションに十分参加できるように配慮した。夫婦 /両
親の関係，両親と祖父母との関係，年長児の適応と家族
の関係，家族と社会の関係の各テーマについて，研究者
らが独自のリーフレットを作成し，ディスカッションに
用いた。
　夫婦 /両親の関係への看護介入は，夫婦 /両親の育児
における役割調整能力を高めることを目的とし，【育児
における夫婦 /両親間の役割調整について情報提供す
る】，【父親の育児への関わりの現状，夫 /父親への妻 /
母親の思いや考えを引き出す】，【お互いの立場から，そ
の夫婦 /両親なりの役割行動を見直すことを促す】，【そ
の夫婦 /両親なりの役割調整の方法を考え実践すること
を促す】ことである。
　年長児の適応と家族の関係への看護介入は，年長児を
含めた家族内役割を調整し，地域資源も活用しながら子
育てに取り組める対処能力を高めることを目的に，リー
フレットを用いて，年長児の適応過程と対処方法につい
て情報提供することと，二人の子どもを育てることにつ
いてのグループディスカッションである。
　両親と祖父母の関係への看護介入は，両親と祖父母が
子育ての方針を共有し協力・役割分担できるよう促すこ
とを目的とし，【育児に関する祖父母との相互協力につ
いて情報提供する】，【祖父母の孫育児への関わりの現
状，母親の思いや考えを引き出す】，【祖父母の立場から
孫育児への思いを代弁する】，【祖父母との相互協力の調
整を促す】ことである。
　家族と社会の関係への看護介入は，子育て資源の活用
表１　育児支援プログラムの目的・目標
目的
家族が地域生活に適応しながら主体的に子育てに取り
組める対処能力を高める
目標
（a）家族成員の育児対処能力
①家族成員のセルフケア能力が高まる
② 家族成員の育児に対する関心・理解が深まる
　対処技術が高まる
③家族成員の情緒の安定が図られる
（b）家族の関係性
①家族内のコミュニケーションが円滑になる
②家族内の相互理解が深まる
③家族内の役割分担・協力体制が整う
④情緒的関係性が高まる
⑤家族員の互いの尊重のもとで意思決定がなされる
（c）家族と社会との関係性
①家族の状況に応じて社会資源を活用できる
② 地域のなかで互いに助け合う，子育てしやすい環境
を整えるなど生活環境の調整に向けた意識が高まる
表２　初期プログラムの内容と構成
回 実習 グループディスカッション
１
インファント
マッサージ
自己紹介，現在の育児の状況など
２ 夫婦 /両親の役割調整，年長児の適応
３ 祖父母との協力，社会資源の活用
４ 参加者による振り返り（評価）
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を促すことを目的とし，【育児支援サービスの活用につ
いて情報提供する】，【育児支援について社会資源活用の
現状を引き出す】，【参加者の主体的な子育ての支えあい
（ピアサポート）の形成を促す】である。
３．データ収集および分析方法
　初期プログラムの評価は，１）アウトカム評価：参加
者および家族にもたらされた変化，２）プロセス評価：
グループディスカッションにおける看護援助の内容につ
いて，それぞれ以下の方法で評価した。
１）アウトカム評価―質問紙法
　質問紙は，母子編：母親の育児対処能力（15項目），
夫婦 /両親編：夫婦 /両親の関係性（13項目），上の子ど
も編：上の子どもとの関係（７項目），祖父母編：祖父
母との関係性（13項目），家族編：家族全体（13項目）
の５編から成る。それぞれについてプログラムの目標
（表１）に対応した質問項目（例．母子の目標（a）－②
「赤ちゃんが声や動作でお話ししようとする時，私も声
やタッチで返事をする」，夫婦 /両親の関係の目標（b）
－③「私は，夫の父親としての役割に満足している」，
家族全体の目標（c）－②「近所の人と，子育てのこと
で話をしたり相談したりする」等）を作成した。回答は，
「とてもあてはまる」～「あてはまらない」の４段階で
母親が自己評価するものである。なお，上の子ども編は，
第２子以降の母親のみに適用する。
　介入前と介入後に自記式質問紙法を行った。介入前の
質問紙は，グループディスカッションで取り上げるテー
マについて対象者に意識づけをする意図で，各テーマに
対応した各編をグループディスカッション実施１週間前
に配布し，実施日に回収箱で回収した。介入後の質問紙
法は，プログラム終了後約１週間（介入後１）と約３か
月（介入後２）の２時点で行い，介入後１には母子編
を，介入後２には夫婦 /両親編，上の子ども編と家族編
を用い，郵送法で回収した。介入前後の回答を比較し，
Wilcoxonの符号付き順位和検定を行った。
２）プロセス評価－参加観察法
　インファントマッサージ実習およびグループディス
カッションにおいて，１名が主な看護介入者となり，他
の研究者は看護職者として参加観察を行った。インファ
ントマッサージ実習の場面はビデオ録画したが，本研究
では分析に使用しない。グループディスカッションは，
録音し逐語録に書き起こした。逐語録から，実施した具
体的な看護援助と対象者の反応を示す文脈を抽出し，要
約した後，抽象度を上げて簡潔に表現した。実施した看
護援助は，各看護介入プログラムにそって分類・整理し
た。対象者の反応は，プログラム実施中および４回目
（評価）に語られた内容を文脈に沿って分類・整理し，実
施した看護援助との関係を記述した。主な看護介入者を含
む４名の研究者で，逐語録に戻って分析結果を確認した。
　上の子どもに関する看護介入プログラムについては，
今回の対象者は第２子の母親が１名のみであったため，
本研究の分析からは除外した。
４．倫理的配慮
　研究者が所属する大学の倫理審査委員会の承認を受け
た。参加者には，研究の趣旨と方法，匿名性と自由意思
の保証，研究者らが看護職者として本プログラムを実施
すること，データ収集方法およびデータの取り扱いに関
する配慮等について説明し，参加者・研究代表者が共に
同意書に署名した。録画および録音を行うにあたり，参
加者全員の承諾を得た。質問紙は返送をもって同意とみ
なし，無記名として，ケース記号で対象者を識別した。
Ⅳ．結果
１．対象者の概要
　平成18年６～７月に初期プログラムに参加した母子２
グループ（１Ｇ：４組，２Ｇ：５組）の計９組と，その
家族を対象とした。（表３）
２ ．初期プログラムのアウトカム評価－介入前後の質問
紙法の結果から－
　質問紙の各項目について，対象者の回答を介入前と介
入後（約１週間，約３か月）で比較した。Wilcoxonの
符号付き順位和検定を行った結果，５%有意水準で有意
差が認められた項目を以下に示す。
１）母親の育児対処能力
　介入前に比べて，プログラム終了後１週間には「赤
ちゃんが声や動作でお話しようとする時，私も声やタッ
チで返事をする」の項目に「とてもあてはまる」と回答
した人の割合が増加した（z＝ -2.00, p＜ .05）。また，終
了後約３か月には「おろおろして，どうしてよいかわか
らないことがある」の項目に「あてはまらない」と回答
した人の割合が増加した（z＝ -2.24, p＜ .05）。（図１）
２）夫婦 /両親の関係性について
　介入前に比べて，プログラム終了後約３か月には「私
表３　対象者の概要
N＝９　（組，（%））
対象児の月齢（開始時）
１か月 7（77.8%）
２～３か月 2（22.2%）
出生順位
第１子 8（88.9%）
第２子 1（11.1%）
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は，夫の父親としての役割に満足している」の項目に
「とてもあてはまる」と回答した人の割合が増加した（z＝
-2.24, p＜ .05）。（図２）
３）家族と社会の関係性について
　介入前と比べて，プログラム終了後３か月には「近所
の人と，子育てのことで話したり相談したりする」とい
う回答の割合が増加した（z＝ -2.65, p＜ .05）。（図３）
３ ．母親を介して家族に働きかける看護介入のプロセス
評価－グループディスカッションで実施した看護援助
と参加者の反応から－
　グループディスカッションにおける看護介入プログラ
ム【　】について，実施した具体的な看護援助『　』と
参加者（母親）の反応「　」を述べる。
１）夫婦 /両親の関係性について
　夫婦 /両親の関係性への看護援助を表４に示す。
　【夫 /父親の育児への関わりの現状，夫 /父親への妻
/母親の思いや考えを引き出す】：『参加者（妻 /母親）
から，夫 /父親の育児への関わりの現状を引き出す』と，
「夫は仕事で忙しい」状況の中でも「積極的に子どもの
世話にかかわる」，「家事を手伝ってくれるようになっ
た」等，全員に子どもの出生後の生活に変化があった
が，役割行動や協力の程度は，それぞれの家族によって
異なっていた。『参加者（妻 /母親）に，夫 /父親への役
割期待を確認する』問いかけに対して，「自分の期待と
表４　夫婦 /両親間の関係への看護援助
【育児における夫婦 /両親間の協力の意義と工夫について情報
提供する】
育児における父親の役割と夫婦 /両親の協力の意義について
情報提供する
父親（男性）の反応・行動の特徴とコミュニケーションの工
夫について情報提供する
【夫 /父親の育児への関わりの現状，夫 /父親への妻 /母親の思
いや考えを引き出す】
参加者（妻 /母親）から，夫 /父親の育児への関わりの現状を
引き出す
参加者（妻 /母親）に，夫 /父親への役割期待を確認する
夫 /父親の役割行動への不満や期待とのズレについての妻 /母
親の気持ちに共感を示す
【お互いの立場から，その夫婦 /両親なりの役割行動を見直す
ことを促す】
夫 /父親の立場から，反応・行動の理由を代弁する
父親（男性）の反応の特徴から，反応・行動を解釈する
夫 /父親に子どもの世話の大変さを体験してもらうことを提
案する
夫 /父親なりのやり方やできている点を認める
夫 /父親と子どもの関係形成の意義と利点を示す
【その夫婦 /両親なりの役割調整の方法を考え実践することを
促す】
父親向けリーフレットを渡してもらうことで話し合いのきっ
かけにすることを提案する
参加者から，夫婦 /両親間の役割調整の工夫を引き出し，評
価・支持して参照する
その夫婦 /両親なりの役割調整の方法を認める
夫 /父親の立場を考慮しながら，妻 /母親からの要望や気持ち
を伝え合う工夫を提案する
父親（男性）の反応の特徴をふまえて，役割分担を具体的に
伝達する工夫を提案する
夫 /父親が家事・育児能力を獲得する過程を見守ることを促
す
夫 /父親に任せることの利点を示す
夫 /父親の努力や思いを尊重して，ほめること，感謝を伝え
ることを促す
夫 /父親と子どもの関係形成を見守ることを促す
「赤ちゃんがお話しようとする時、私も声やタッチで返事をする」
「おろおろして、どうしてよいかわからないことがある」
「私は夫の父親としての役割に満足している」
「近所の人と、子育てについて話したり相談したりする」
図１　母親の育児対処能力に関する質問項目への回答
「赤ちゃんがお話しようとする時、私も声やタッチで返事をする」
「おろおろして、どうしてよいかわからないことがある」
「私は夫の父親としての役割に満足している」
「近所の人と、子育てについて話したり相談したりする」
図２　夫婦 /両親の関係に関する質問項目への回答
「赤ちゃんがお話しようとする時、私も声やタッチで返事をする」
「おろおろして、どうしてよいかわからないことがある」
「私は夫の父親としての役割に満足している」
「近所の人と、子育てについて話したり相談したりする」
図３　家族と社会の関係に関する質問項目への回答
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夫の協力のしかたにズレがあった」，「自分の大変さに対
する夫の理解や気遣いのなさに苛立つ」等の否定的感情
も表出され ,参加者同士で「他の参加者の体験に共感を
示す」反応があった。
　【育児における夫婦 /両親間の協力の意義と工夫につ
いて情報提供する】：『父親（男性）の反応・行動の特徴
とコミュニケーションの工夫について情報提供する』こ
とにより，「（夫は）子どもが泣くのに理由をつけたが
る」，「夫に頼む時は口に出して具体的に伝えた」という
実例が語られた。
　【お互いの立場から，その夫婦 /両親なりの役割行動
を見直すことを促す】：『夫 /父親の立場から，反応・行
動の理由を代弁する』，『夫 /父親なりのやり方やできて
いる点を認める』と，ぶつぶつ言われても何をしたらい
いかわからないという「夫の立場になって行動を解釈す
る」ことや，期待したやり方とは違っていても辛抱して
「夫のやる気や努力を認める」発言があった。また，「父
親なりの子どもの泣きへの対応の工夫」や「子どもの良
い反応を喜ぶ」父親の様子が語られ，『夫 /父親と子ど
もの関係形成の意義と利点を示す』看護援助により，「父
親と子どもの関係形成を見守る」様子があった。
　【その夫婦 /両親なりの役割調整の方法を考え実践す
ることを促す】：『父親向けリーフレットを渡してもらう
ことで話し合いのきっかけにすることを提案する』こ
とに対しては，夫に「リーフレットを見せて話し合っ
た」，「夫は興味を示さなかった」，「リーフレットは見せ
なかった」等，夫婦 /両親によって反応は様々であった。
このリーフレットの活用の仕方はそれぞれの家族の意思
によるものであり，『その夫婦 /両親なりの役割調整の
方法を認める』姿勢を示した。また，『参加者から，夫
婦 /両親間の役割調整の工夫を引き出し，評価・支持し
て参照する』ことにより，「話し合いで役割分担を決め
た」，「夫に頼む時は口に出して具体的に伝える」，「任せ
られることは夫に任せる」など役割分担の現状や，「最
初は一緒にやって夫にやり方を教えた」，「夫の子どもと
関わりたいという気持ちを尊重して，夫のやり方を見守
る」様子が語られた。このディスカッションの後，「プ
ログラムの内容や他の参加者からの情報を夫と共有し
た」というケースが約半数あった。『夫 /父親の立場を
考慮しながら，妻 /母親からの要望や気持ちを伝え合う
工夫を提案する』ことに対しては，「喧嘩にならないよ
うに，言い方を工夫した」ことや，「夫に話を聞いても
らうとストレスが少なくなった」体験が紹介された。『夫
/父親が家事・育児の能力を獲得する過程を見守ること
を促す』と，夫が子どもの泣きへの対応に成功したこと
に得意になっている様子や「子どもの言葉を借りて父親
をほめる」等の体験が紹介された。参加者の多くは「夫
のやる気や努力を認める」，「夫の協力に助かっていると
認識している」一方で，これまでに夫に感謝の気持ちを
伝えたことがあるという人はおらず，『夫 /父親の努力
や思いを尊重して，ほめること，感謝を伝えることを促
す』看護援助を行った。このディスカッションの後，「プ
ログラムの内容や他の参加者からの情報を夫と共有し
た」ケースは約半数であったが，このプログラムを機に
「夫の協力に感謝を伝えた」，「夫が言葉に出して気遣い
を示してくれるようになった」ケースがあった。
２）両親と祖父母の関係性について
　両親と祖父母の関係性への看護援助を表５に示す。
【祖父母の孫育児への関わりの現状，母親の思いや考え
を引き出す】：『祖父母の孫育児への関わりの現状を引き
出す』と，ほぼ全員が「実家と行き来している」，「何か
と相談をしている」状況であったが，祖父母とのつきあ
い方や孫育児への関わりの程度は，それぞれの家族に
よって異なっていた。母親からは「家事・育児を手伝っ
てもらっている」，「子どもを祖父母に安心して預けられ
る」という肯定的な体験と，「意見のくい違いから衝突
した」，「やり方の違いが許容できなかった」等の否定的
な体験も語られた。『祖父母の孫育児への関わりに対す
る母親の思いや考えを引き出す』問いかけに対して，母
親たちは「祖父母の協力が助けになっていると感じ，感
謝する」，「子どもの誕生を喜び，かわいがってくれる」
と認識していると同時に，昔と今では良いとされる育児
の常識が変わってきており「育児方針について意見や価
値観の違いがある」，「夫の両親に気兼ねする」等の祖父
母との関係の難しさも表出した。看護職者が『祖父母へ
の気兼ねや不満についての母親の気持ちに共感を示す』，
『祖父母との協力関係においてポジティブ・ネガティブ
の両面を認める』と同時に，参加者同士で「他の参加者
の体験談に共感を示す」反応があった。
　【育児に関する祖父母との相互協力について情報提供
する】：リーフレットを用いて，『祖父母との相互協力の
意義や利点を情報提供する』と同時に，看護職者がその
家族なりの協力のあり方を尊重する姿勢を示すことで，
母親の思いや考えを引き出す端緒となった。『昔と今の
育児知識について情報提供する』と，母乳哺育や乳児の
水分・栄養摂取方法などについて「祖父母と育児方針や
意見が食い違う」体験が語られた。
　【祖父母の立場から孫育児への思いを代弁する】：祖父
母との意見や価値観の食い違いに対して，『祖父母の立
場から，価値観の違いが生じている背景を解釈する』，
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『祖父母の育児の助けになりたいという気持ちを代弁す
る』ことにより，「考え方は違っても祖父母の気持ちを
尊重する」様子が語られた。祖父母の言動の事例につい
て『祖父母の孫に注ぐ思いを代弁する』，『過去の子育て
を振り返る祖父母の思いを解釈する』ことにより，「祖
父母の孫がかわいいという気持ちに共感を示す」，「祖父
母にとって孫と接することは良い刺激になる」といった
祖父母にとっての孫育てへの関わりの意義に気づくこと
につながった。
　【祖父母との相互協力の調整を促す】：母親に『祖父母
向けリーフレットを渡してもらうことで，話し合いの
きっかけにすることを提案する』ことに対して，リーフ
レットを渡したケースと渡さなかったケースがあった。
実母にリーフレットを渡したケースは，「実母は過去の
自分の体験と重ねてリーフレットに書かれた内容を理
解していた」と語り，実母の助言を受け入れていた。一
方，渡さなかったケースについても，それぞれの家族の状
況によってリーフレットを渡すかどうかは母親の意思によ
るという姿勢を示し，『その家族なりの距離のとり方を認
め，お互いがストレスにならないように協力の持ち方を調
整することを促す』看護援助を行った。参加者の１人が夫
の両親との関係のストレスを表出すると，他のメンバーか
ら「他の参加者の体験に共感を示す」反応があった。
　『参加者から，祖父母への気兼ねや不満の対処の工夫
を引き出し，評価・支持して参照する』ことを通して，
「育児方針の違いに対して，専門家の言葉を使って祖父
母を説得する工夫」や「子どもを介して会話することで
うまくいく」，「子どもの成長とともに祖父母の関わり方
も変化していくという見通しをもつ」等の工夫や助言が
参加者同士でやりとりされた。祖父母の「（孫の世話を）
やりたくて仕方がない」という孫育児への思いに対して
『祖父母の気持ちを尊重して，祖父母が孫と関われる具
体的な方法を提案する』ことや，『祖父母と孫の関係形
成の利点を示す』看護援助を行った。祖母と祖父の孫へ
の接し方の違いが話題に上がり，「祖父の孫育て技術の
獲得を見守る」様子が語られた。また，「家族みんなが
子どもに関わることを喜ぶ」，「家族員それぞれの存在で
家族関係がうまく保たれていることに感謝する」発言が
あり，「子どもの誕生を家族員の健康を見直す機会にす
る」ことや「祖父母にとって孫と接することは良い刺激
になる」等の子育てへの関わり合いが双方の健康にとっ
て与える良い影響に目を向けることへと展開した。（表５）
３ ）家族と社会の関係性について－社会資源の活用とピ
アサポート形成－
　家族と社会の関係性への看護援助を表６に示す。
　【育児支援について社会資源活用の現状とそれに対す
る母親の認識を引き出す】：看護職者の『近隣の子育て
環境やそれに対する参加者の認識を引き出す』，『育児支
援について社会資源活用の現状を引き出す』問いかけに
対して，母親たちは子育てを通じた「仲間とのつながり
を求める」一方で，「近所に赤ちゃんがいるかどうかわ
からない」，「赤ちゃんを連れて外出する機会がない」と
いう現状を語り，また「育児支援サービスの利用方法に
ついての疑問」を表出した。
　【育児支援サービスの活用について情報提供する】：
『保健センターの機能や活用について具体例を挙げて説
表５　両親と祖父母との関係への看護援助
【育児に関する祖父母との相互協力の意義や工夫について情
報提供する】
祖父母との相互協力の意義や利点を情報提供する
昔と今の育児知識について情報提供する
【祖父母の孫育児への関わりの現状，母親の思いや考えを引
き出す】
祖父母の孫育児への関わりの現状を引き出す
祖父母の孫育児への関わりに対する母親の思いや考えを引き
出す
祖父母の意見に対する母親の受け止め方を確認する
祖父母への気兼ねや不満についての母親の気持ちに共感を示
す
祖父母との協力関係においてポジティブ・ネガティブの両面
を認める
祖父母の協力が助けになっているという母親の実感を引き出
す
【祖父母の立場から孫育児への思いを代弁する】
祖父母の立場から，反応・行動の理由を解釈する
祖父母の立場から，価値観の違いが生じている背景を解釈す
る
祖父母の孫育児に対する行動・反応の特徴についての体験談
を引き出す
祖父母の子育ての助けになりたいという気持ちを代弁する
過去の自分の子育てを振り返る祖父母の思いを解釈する
【祖父母との相互協力の調整を促す】
祖父母向けリーフレットを渡してもらうことで，話し合いの
きっかけにすることを提案する
参加者から祖父母に意思を伝える工夫を引き出し，評価・支
持して参照する
参加者から祖父母への気兼ねや不満の対処の工夫を引き出
し，評価・支持して参照する
専門家の言葉を使って，祖父母を説得する工夫を提案する
その家族なりの距離のとり方を認め，お互いがストレスにな
らないように協力関係の持ち方を調整することを促す
家族間の役割調整に対する母親の努力を誉める
その家族や家族員それぞれの価値観の違いを認める
祖父母の気持ちを尊重して，祖父母が孫と関われる具体的な
方法を提案する
祖父母と孫の関係形成の利点を示す
祖父母が孫育ての役割を獲得する過程を見守ることを促す
孫と関わることで祖父母の健康に与える良い影響を示す
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明する』，『社会資源に関する情報の入手方法を紹介し，
活用を促す』等の看護援助を通して，「参加者同士で近
隣の育児支援について情報交換する」ようになった。
　【参加者の主体的な子育ての支えあい（ピアサポート
の形成）を促す】：『育児支援サービスを利用した経験の
ある参加者から，その時の体験を引き出す』ことにより，
「育児サークルで仲間ができた体験を語る」，「（予防接種
の）体験から情報を教えあう」等，体験の共有が行われ
た。また，プログラム回数を重ねることで，自然発生的
に日々の子育ての情報交換が行われ「参加者同士で子育
ての体験や工夫を共有する」ようになった。『参加者同
士の主体的な相互交流や支えあいを促す』働きかけに対
して「近隣の子育てサークル等への参加を誘い合う」よ
うになり，このプログラム以外の場にも持続し得るピア
サポート形成が認められた。
Ⅴ．考　察
　出産後１～３か月の母子２グループの参加者に初期プ
ログラムを実施した結果，（a）個々の家族成員への看護
介入により，母親の育児への対処の自信が高まり，（b）
家族の関係性への看護介入より，夫婦 /両親の役割調整
および祖父母との協力関係の調整が行われ，（c）家族と
社会の関係性への看護介入により，母親同士のピアサ
ポートが形成されたことが示された。
　母親の育児対処能力については ,質問紙法の結果から ,
プログラム終了後，子どもへの応答性が高まったこと，
母親の育児の不安が減少したことが示され，目標が達成
された。インファントマッサージ実習は先行研究４）に
準じた看護援助を実施して同様の結果が得られたことか
ら，“ふれあい”を通して母子相互作用を促す看護援助
の効果が示唆された。現代の親たちは乳幼児と接した経
験が少ないため，身体接触や体験学習を取り入れること
が有用だと思われる。また，４回のプログラムの中で，
同じ月齢の子どもをもつ母親仲間と会話し，情報交換
し ,互いに「体験談に共感を示す」ことや ,「参加者同士
で子育ての体験や工夫を共有する」ことが，母親の育児
対処能力を高めることにつながったと考えられる。母親
仲間との体験の共有が重要であると考える。
　夫婦 /両親の関係性については，質問紙法の結果か
ら，母親の父親の役割への満足度が高まったことが示さ
れた。ディスカッションを中心とする介入を通して，グ
ループ内での他の夫婦の役割調整を共有したり，それま
での夫婦 /両親の役割調整について見直しを行うことに
より，「夫のやる気や努力を認める」，「夫の協力を助かっ
ていると認識する」などの妻 /母親の受け止め方が変化
したケースや，実際にお互いに気持ちを言葉で伝え合う
ように行動が変化したケースもあった。また，夫 /父親
にリーフレットを手渡すことを夫 /父親との話し合いの
機会にし，「プログラムの内容や他の参加者から情報を
夫と共有した」というケースもあった。これらのことよ
り，本プログラムの家族の関係性に対する介入目標を達
成することができたのではないかと考える。夫 /父親が
一緒に育児教室に参加する機会はまだ少ないのが現状で
あり，リーフレット等の媒体を通して夫婦 /両親でプロ
グラムの内容や情報を共有することが有効な看護援助の
方法になると考えられる。また，ディスカッションも１
回だけでなく，その後の夫婦 /両親の役割調整方法を表
出する機会があることや看護職者や参加者からの肯定的
評価を得られることが自信につながり，夫 /父親の父親
役割に対する満足感につながったのではないかと考え
る。このように介入により動機付けられたことを，どの
ように行ったり考えたりしたかなど再度表出できるよう
なプログラム構成にすることが重要であると考える。
　両親と祖父母との関係性については，参加者の多くが
実家と行き来して，祖父母を子育ての重要なサポートと
認識している一方で，祖父母との意見の食い違いや，そ
れを「言いにくい」といった気兼ねから関係の難しさを
感じる体験をしていた。ディスカッションにおいて，看
護職者が母親の気持ちに共感を示しながら，祖父母の立
場に立って代弁することにより，母親たちは「家族みん
なが子育てに関わることを喜ぶ」，「祖父母にとって孫と
接することは良い刺激になる」といった双方にとっての
子育てを通じた関わり合いの意義に目を向け，相互理解
が深まったと思われる。家族員の他の家族員を気遣う気
表６　家族と社会の関係性への看護援助
【育児支援について社会資源活用の現状とそれに対する母親
の認識を引き出す】
育児支援について社会資源活用の現状を引き出す
近隣の子育て環境やそれに対する参加者の認識を引き出す
【育児支援サービスの活用について情報提供する】
育児に関する公的支援サービスの利用について説明する
保健センターの機能や活用について具体例を挙げて説明する
乳児健診・予防接種について情報提供する
育児に関する社会資源・情報を紹介する
社会資源に関する情報の入手方法を紹介し，活用を促す
【参加者の主体的な子育ての支えあい（ピアサポートの形成）
を促す】
育児支援サービスを利用した経験のある参加者から，その時
の体験を引き出す
参加者同士の主体的な相互交流や支えあいを促す
近隣の母子との交流や支えあいの働きかけを促す
17千葉看会誌　VOL.13 No.２ 2007.12
持ちを表出させ，支持・強化することが重要であろう。
このプログラムについて実母と話したケースもあれば，
リーフレットを渡さなかったケースなど，家族員間の距
離のとり方は様々であったが，その家族なりの役割分
担・協力体制について考え見直すことができたという点
で目標が達成されたと考える。看護職者には，個々の家
族員の価値観や家族の関係性のあり方を尊重する姿勢が
必要である。時代や社会の変化に伴い，家族の役割や子
育ての価値観が多様化してきており，現代日本の家族の
文化に配慮した看護が求められる。
　家族と社会の関係性については，質問紙法の結果か
ら，近隣の子育ての助け合いへの参加意識が高まったこ
とが示された。出産後から地域生活への移行期には乳児
を連れて外出する機会が少なく，参加者の多くがピアサ
ポートを求めており，このプログラムの中で，母親同士
が「体験を共有する」ことを通して，ピアサポートが形
成された。母親同士の仲間づくりが円滑に進むように，
メンバー構成や設定にも配慮が必要であろう。母親たち
は，社会資源の活用について情報交換したり「近隣の育
児サークルへの参加を誘い合う」ようになり，プログラ
ムが終了した後にも地域でつながりが持続することへと
発展したことから，目標が達成されたと考える。
　本研究では対象者数が少ないことが限界であり，今後
さらに事例を重ねて看護介入の効果を検証していく必要
がある。本プログラムの実践および評価を通して明らか
になった家族に働きかける看護援助の方法を臨床実践へ
の応用につなげたい。
　参加者の皆様をはじめ，協力施設の関係者の皆様に感
謝致します。本研究は，千葉大学21世紀ＣＯＥプログラ
ムの一環として実施したものである。
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DEVELOPMENT OF A SUPPORT PROGRAM FOR CHILDREARING FAMILIES WITH INFANTS:
EVALUATION OF A FAMILY SUPPORT PROGRAM FOR MOTHERS AND INFANTS
AT 13 MONTHS AFTER BIRTH
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 This study aimed to develop and put into practice a family support program for mothers and families, and then to 
evaluate it at 1-3 months after childbirth. The program focused on; a) each family member, b) family relationships, c) 
relationships between the family and community. The program aims to promote; a) mother’s ability of coping with child 
care, b) inter family relationships (mother and infant, couple, siblings, grandparents), and c) involvement with the com-
munity (peers, other health care resources). The program offered four, weekly classes focusing on infant massage and 
group discussions for small groups of postpartum mothers and infants. The subjects of the group discussions included 
adjustment of parenting roles between husband and wife, adaptation of older children, relationships with grandparents, 
and the use of community support services. Participants were 2 groups of 4-5 families at 1-3 months after childbirth. 
All completed questionnaires before and after the program and discussions were recorded with their informed consent. 
The results from questionnaire showed that mothers had; a) more confidence about coping with childcare, b) more sat-
isfaction with husband’s behavior in his role, and c) more conversations with peers in their neighborhood than before 
attending the program. The results from the group discussions showed that mothers took and implemented the sugges-
tions from this program to cooperate with their husband and grandparents and to form relationship with peers.
